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　今年の 5月上旬から 7月上旬にかけて、地域の高齢者福祉に係る課題
を把握し、介護やその他行政サービス等に活かしていくため、村内の今
年度中に 65 歳となる方以上の年齢の方を対象に、「日常生活ニーズ調査」
を実施させていただきました。結果、対象者 507 人中 465 人の方からご
回答いただくことができました。ご協力いただきありがとうございました。
　たくさんの皆さんにご回答いただけた事により、今回の調査は大変有意
義なものとすることができました。
　ここでは、西粟倉村の地域課題として見えてきたものをご紹介させてい
ただきます。

●村内の高齢者の約 2 人に 1 人は
独居又は高齢者のみ世帯です。

　左上のグラフのように村内の高齢者の 2人に 1人は独居又は高齢者の
み世帯となっています。また、下のグラフは「二次予防対象者」となった
人の割合を項目ごとに集計したものです。結果、 で二
次予防対象者となる方が多く、調査結果から１０人に３人が認知症の傾向
が見受けられるという結果が出ています。認知症予防には、外出して人と

二次予防対象者とは？

おしゃべりしたり、趣味
など楽しみを持って生活
したり、刺激のある生活
を送ることが有効です。
西粟倉村では月に１回、
各地区でサロン活動や勉
強会を活発にしており積
極的に参加することで、
認知症予防にもなりま
す。
　次に多いのが、

で 4 人中 1 人
に足腰の筋力低下が見受
けられます。「老化は足

独居高齢者独居高齢者
66人66 人
　　14%　　14%

高齢者のみの世帯高齢者のみの世帯
149 人149 人
　　32%　　32%

その他　250人その他　250人
　　54%　　54%

虚弱判定

運動器判定

栄養改善判
定

口腔機能判
定

閉じこもり予
防判定

認知症予防
判定

うつ予防
判定 13%

23%

1%

14%10%

29%

23%
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腰から」といわれることがありますが、西粟倉村でも要介護と
なる方の原因の大部分が足腰の筋力低下です。転倒等による長
期入院から足腰の筋力が低下し要介護状態になるというパター
ンもあります。まずは、転ばない足腰を作る必要がありますが、
２ページ右下のグラフのように健康のために散歩をしている人
は概ね全体の 3人に 1人です。目安としては、15 分程度（概
ね１㎞）以上休まず歩けるよう、毎日散歩するのが良いようで
す。「いまさら足腰鍛えなくても…」「田や畑仕事をしているか
ら大丈夫…」と聞こえてきそうですが、健やかに暮らしていく
ためには、“ 足腰を鍛える運動 ” が必要です。農作業は中腰の

作業や重い物を持ったりと足腰に負担を掛けますが、労力の割に運動量が少なく、“ 運動 ” になっていないよう
です。負担になり過ぎない適度の仕事と足腰を鍛える運動として、散歩をするなどをお勧めします。
　次に、 という問いに３割の人が「体調が急変した時」と答え、村内
に という問いに「買い物の送迎・長期宿泊施設」と答えた人が４割で
した。皆さんの不安が解消できるよう満足度の高い地域づくりを進めていきたいと考えています。

　また、左のグラフのように
のは５人に１

人だが、
人が２人に１人と回答を頂きました。“ 頼む
ことはない ” と回答された中には、“ 言いに
くい ” ということも含まれているのかもしれ
ません。「お互い様」で困ったことを頼みや
すく、頼まれたことをしてあげやすい地域の
雰囲気であれば、もっと暮らしやすい西粟倉
村になるのかもしれません。
　保健福祉課では今回の調査結果をもとに、
社協と連携しながら既に始めている公民館で

の地区サロン活動や様々な取り組みを連携させ、皆
さんの暮らしやすい地域づくりを進めていきたいと
考えています。
　また、来年度から地域の元気な高齢者の方に協力
していただいて、生活支援のボランティア活動等が
できる仕組み作りを考えていますので、皆さんのご
協力やいろいろな事業へのご参加をよろしくお願い
いたします。

　西粟倉村では、10 月 1日より皆さんか
らご要望が多かった、福祉バスの利用者を
６５歳以上の高齢者の方だけではなく、障
がい者の方、または車の運転をされない一

あるある
88人88 人
19%19%

我慢している我慢している
31人　7%31 人　7%

ないない
321 人321 人
69%69%

無回答無回答
23人23 人
5%5%

すすんでするすすんでする
243 人243 人
53%53%

仕方なくする仕方なくする
51人　11%51 人　11%

しないしない
80人80 人
17%17%

無回答無回答
62人62 人
13%13%

出来るだけ断る・出来るだけ断る・
しない　しない　
27人　6%27 人　6%

般の方等どなたでも福祉バスに乗車できるようになりました。
　医療機関の受診だけでなく、買い物や生きがい活動の参加のた
めに是非利用してください。そのため、１５名の定員がオーバー
することになった場合は２往復するか、別の車にて対応させてい
ただきますのでご了承ください。
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せ
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。
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　・個人で事業（農業を含む）や不動産貸付等を行うすべての方です。
　　※所得税及び復興特別所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。

　・売り上げなどの収入金額、仕入れやその他の必要経費に関する事項
　・記帳に当たっては、日々の合計金額を記載するなど、簡易な方法で記載可能

【帳簿書類の保存期間】

【主な改正点】

　

　

※詳しくは国税庁（www.nta.go.jp）で検索してください。

相続税の税率構造
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　先月号で掲載しました、国民健康保険７０歳未満の高額療養費に係る自己負担限度額の見直しについ
ては、既に「限度額適用・標準負担額減額認定証」をお持ちの方へ、手続き方法を直接通知することと
なりました。１２月中旬ごろに発送を予定しています。
　通知が届いた方で、平成 27年 1月以降も継続して認定証をご利用される方は、有効期限をご確認の
上、いきいきふれあいセンターまでお越しください。
　また、ご不明な点は、保健福祉課国保係（２７９－７１００）までご相談ください。

空
き
家
住
宅
の
所
有
者

西
粟
倉
村
総
務
企
画
課

空
き
家
の
利
用
希
望
者

契約交渉・契約成立（当事者間）
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● 11月 12 日（水）「乳幼児・保護者とのふれあい」
（場所：いきいきふれあいセンター）

　村内の育児中のお母さん、ヘルスボランティア委員の方に参加いただ
き、中学生へ直接、妊娠 ･出産 ･育児の大変さや喜び、子への愛情につ

　中学生が自分たちで考えた手作りおもちゃ
を持って行き、園児と一緒に遊ぶと園児も大
喜びでした。元気いっぱいの園児と過ごす中
で園児の目線で、やさしく遊びを教えるなど
「幼児との関わり方」と「子どもの可愛さ」
を中学生は実感していました。

●11月17日（月）「幼稚園児とのふれあい」
（場所：西粟倉幼稚園）

　11月 16日（日）「レッツ・ウォーキング大会」を開催しました。
この大会は、生涯スポーツとしての「歩く楽しみ」への意識づけと、
健康のための「運動習慣の定着」を目的に開催しました。
　今回はコンベンションホールをスタートし、猪之部、坂根、大
茅地区をファミリーコース ( ３km)・健脚コース ( ７km) に分かれ、
スタンプを集めながら歩きました。当日は天気もよく参加者
の皆さんは日頃は歩かない山側の道や若杉窯の見学等楽しみ
ながら元気に歩かれ、心も体もリフレッシュできたようです。
　参加者からは「紅葉がきれい」「おしゃべりしながら歩け
て楽しかった」といった声があり、村内の晩秋の装いを思い
思いに楽しんだ一日でした。ウォーキング大会をきっかけに、
村民の皆さんに歩く楽しさや散歩の習慣が定着すればと思い
ます。

いて伝えていただきました。中学生は今ま
で大事に育てられてきた自分について、そして、親の
ありがたさについて学ぶことが出来ました。
　また、実際に赤ちゃんを抱っこさせてもらったり、
おむつ替えや沐浴なども体験することで、中学生は、
赤ちゃんと過ごすと幸せな気持ちになることや家族や
地域が支え合って子育てすることの大切さについても
学びました。
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Vol.20

　林業再生には造林・保育のコスト削減が不可欠です。最近では、普通苗に比べて活着が良く、植栽が
容易なコンテナ苗が開発されて各地で実証試験が行われています。
　今回はコンテナ苗について紹介します。

　コンテナ苗とは、内面にリブ（突起）のついた専
用のコンテナにより育苗された苗のことで、充実し
てまっすぐに伸びた根系が特徴です。従来の苗木の

ように根切り等の作業を行う必要はなく、コンテナから外した苗木は細根
が束になっており、そのまま林地に植栽することで、すぐに生長を始めま
す。マルチキャビ
ティと呼ばれる専用
容器などで育てま
す。

このほかにも吸水性のある陶器の筒をポットとして育てられた苗で根が筒に
入った状態のセラミック苗などがあります。

　獣害（シカ・ウサギなどの食害）に備えてパッチディ
フェンスと呼ばれる小規模な範囲をネットで囲み、シ
カの侵入などを防ぐ対策をとるなどして、成長を観察
して行く計画です。
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「ホンモノの木を伝える、届ける。」
（株）木の里工房　木薫　立 木 彩 香

　入社前、木薫のホームページやパンフレットを何度も読み、印象的だっ
たのが「ホンモノの木の薫りを子供たちに伝えたい」という思いでした。
　現代では木のプリントやベニヤ板などが多く使われており、とくに子供
はホンモノの無垢の木に触れることがとても減っています。実際、私も木

　

　今年１年「もりもりぷれす」をご愛読頂き、ありがとうございました。平成２７年は、より身近な森
林の話題を提供して行く予定です。よろしくお願いします。
ご意見・ご感想はこちら→西粟倉村役場産業観光課　0868 － 79 － 2111

薫に入るまで間伐のことや木の種類など何も知りませんでし
た。
　入社後には研修期間で間伐の現場を体験し、木工作業を経験
し、木薫とはどんなものかを東京飛び込み営業で自分の言葉に
して伝えました。
時には怪しまれ、時には受け入れてもらい、そういった中で木
の良さを言葉にすることの難しさを感じました。
　今では木の良さとは西粟倉村のことや、間伐のこと、そして
木薫のことを伝えることなのだと思っています。

林業で頑張る若手のコラム

　そして、届けることでたくさんのことが伝わると思うのが納品時です。
　木薫は主に保育遊具や家具を扱っているので納品先のほとんどが保育園です。
　できたばかりの家具はとても薫り高く、子供たちは大きな声で「いいにおいがする！」といってくれ
ます。
　遊具の点検ではみんな早く遊びたくて「まだ
ですか？」と何度も聞かれます。点検後の子供
たちの笑顔を見るととてもうれしい気持ちにな
ります。
　そして、子供たちがいつか大人になって遊具
や木の家具を思い出してくれるといいなと思い
ます。
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問い合わせ：保健福祉課
  TEL：２７９－７１００　担当：井上

　ヘルスボランティア委員会では、「男の料理教室」
を行います。初めての方でも簡単に作れるメニュー
を考えています。みんなで楽しく料理をしません
か？たくさんの皆様のご参加をお待ちしています。

■日　時　：１２月１７日（水） 
　　　　　　午前９時３０分～午後１時
　　　　　　（受付　午前９時００分～）
■場　所　：いきいきふれあいセンター　調理実習室
■会　費　：３００円（材料代）
■持ち物　：エプロン、三角巾

　

　１０月１８日（土）の定例会では旧久米町の山城、岩屋城を絶好の秋晴の
もと楽しみました。
　往復３キロの山道でしたが、好天と眺望と豪華な山頂での昼食に疲れも忘
れました。

　１１月９日（日）「古文書の会」の研修に参加し、吉備路、高松城水攻め跡をガイドの案内によりまわり
ました。「こうもり塚古墳」の石室にガイドさんの配慮で入れて頂き、巨石に圧倒されました。

◆岩屋城（山城） を歩く

　１１月１０日（月）「よりみち」で、村民ならぜひ知っていて頂きたいと、西粟倉のことが日本史に初登
場の日の事と、吉野郡の変遷等をお話しました。

　１１月１５日（土）の定例会では、「鉄山の暮らし」を画像に残
すのは今しかないと、１０才まで鉄山に暮らされた方のお話をビデ
オ撮影しました。８０年ぶりに生家跡に行って頂き、貴重なお話を
収録することが出来ました。整理、編集しお伝えする予定です。

　１１月１９日（水）は 11/15 に行けなかった「若杉集落墓地」
へ初めて行きました。幸い植林されず、雑木林の中で時の流れを
感じる佇まいでした。墓地のすぐ前を昔の道が通り、日当たりと
見晴らしの良い往事が偲ばれる場所で、西粟倉の歴史を感じる所
でもありました。　

岩屋城

若杉集落跡

若杉集落墓地
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　１０月２５日（土）に西粟倉中学校の学習発表会を行いました。各学年
で取り組んできたことを、自分たちの伝え方で精一杯発表しました。１３
人、６人、１１人みんながきらきらと輝いていた瞬間でした。全員がしっ

ハンドベル演奏ハンドベル演奏

　11 月 11 日（火）人権参観日に、人権
研修会を開催しました。今年は、「1600
きずなの会」のみなさんにお世話になり、
認知症についての正しい理解と対処法のコ
ツを学びました。認知症の方を支えること
ができるように、親子でしっかり学習しま
した。

「私の主張」
阿部伊朔さん

かり声を出し、心に響く歌声に参観者の方
からは「全校合唱には思わず涙がこぼれま
した」という感想をいただきました。
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　現在、来年度のぽんぽこ園、げんきっこクラブ
の利用申請を受け付けています。申請期限は 12月
19日（金）です。

児 童 書  　
・『なみだの穴』　　　　　　　　　  まはら三桃／作
・『クリスマスのおばけ』　　 　  せなけいこ／作・絵
・『ぼく、仮面ライダーになる ! ドライブ編』
　　　　　　　　　　　　　　　　のぶみ／作・絵
一 般 書
・『家族シアター』　　　　　　　　     辻村深月／著
・『３時のアッコちゃん』　　　　　     柚木麻子／著

お休み期間：12月 28 日（日）～ 1月 4日（日）

１２月１６日に配本がおこなわれます。それに
ともない現在こども図書館で借りている県立図書
館の本の返却を１２月１４日までにおねがいしま
す。

　お問い合せは

子ども館　２７９－２５６６

教育委員会２７９－２２１６

【げんきっこクラブ】

　就労支援、他の施策（託児、幼稚園預かり）との
バランス、隣接の美作市の状況などを考慮し、平成
２７年度から次のような利用料体系に変更すること
としました。

利用日・時間帯 利用料

登
録
制

非
登
録
制

西粟倉村ホームページに新刊一覧を載せているので、
そちらもチェックしてみてください！

岡山県立図書館の配本について

【ぽんぽこ園】
　2歳児12名、1歳児8名、0歳児7名が定員となっ
ています。施設の増改築を行うなど、できるだけご
要望にそっていきたいと考えていますが、時期や人
数など必ずしもご要望に添えない場合がありますの
でご理解とご協力お願いします。年度途中に入所予
定の方も必ずここで申請をお願いします。
※定員までの優先基準は、用紙に添付している資料
をご確認ください。
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【１ ゆとりとゆずりあいの心で運転を行いましょう！】
　年末・年始のこの時期は、いつも以上に交通量が多くなります。また、何かと忙しいため、つい気持ちの
ゆとりを失いがちです。焦らず、急がず、また、ゆとりとゆずり合いの気持ちを忘れず、安全運転を心がけ
ましょう。
【２ 飲酒運転は絶対に許されません！】
　未だに飲酒運転による悲惨な事故が後を絶ちません。特に年末年始は、忘年会や新年会など、お酒を飲む
機会も増えますが、必ずハンドルキーパーを確保するなど、「飲酒運転は絶対にしない、させない」よう徹
底しましょう。
【３ 夕方・夜間は目立つことが大事！】
　この時期は日が暮れるのが早く、ドライバーから歩行者や自転車の発見が遅れがちになります。特に高齢
者の皆さんは、できるだけ明るいうちに用事を済ませ、夕方や夜間の外出は控えましょう。
やむを得ず夕方や夜間に外出をする際には、明るい目立つ色の服を着る、また夜光反射材や LED ライトな
どを必ず身につけるよう習慣づけましょう。
【４ ライトは早めに点灯！】
　夕暮れ時は、大変視界が悪くなります。周囲をよく見るため、自分の存在を
知らせるためにも、自動車、自転車は早めにライトを点けましょう。
【５ 運転中は緊張感を持って！】
　運転時は、常に緊張感をもって運転に集中し、脇見運転やぼんやり運転になら
ないよう注意しましょう。また、運転中の携帯電話やスマートフォンの使用はやめましょう。
【６ 安全な速度での運転を心がけましょう！】
　車は、急には止まれません。危険が発生した場合でも、安全に停止できるような速度で運転しましょう。
特に、高速道路や積雪、凍結した道路を走るときは、車間距離を十分とりましょう。

　11月21日(金)、あわくら大学11月講座で備前市の旧閑谷学校に行っ
てきました。備前市観光協会のボランティアガイドの案内に従い、国宝
の講堂を見学しました。
　当日講堂内では小学生が正座をし論語を読み上げている中、ガイドさ
んの親切な説明で、閑谷学校の歴史を勉強することができました。
　その後、芝生の広場に移動。穏やかな日差しのもとで、おいしくお弁
当をいただきました。

　楷の木の紅葉は見頃を過ぎていました
が、みんなで楽しい時間を過ごしました。

実施期間：平成２６年１２月１日（月）～ 平成２７年１月８日（木）
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　まもなく積雪の季節となります。冬季のメー
ター検針は、検針員が積雪で水道メーターを確認
できなくなる場合があるため、積雪時にはメー
ターボックスまわりの除雪のご協力をお願いしま
す。
　検針は毎月末～翌月初めの期間に行われていま
す。メーターボックスは軒下付近に設置されてい
る場合が多く、屋根や庇

ひさし

から落ちた雪でメーター
ボックスが塞がり、検針が困難になることがあり
ますので、なるべく除雪にご協力をお願いします。
除雪が困難な場合には、雪が積もっていてもメー
ターボックスの位置が判るように、目印（三角コー
ンや竹竿など）を立てて頂くようご協力お願い致
します。

診
インフルエンザ予防接種
　　　　　　　　予約受付中！

    ・     ８日（月）午後　　 ・１０日（水）午前
    ・１７日（水）午前　　・２２日（月）午後
    ・２４日（水）午前

　問い合わせ先　　　診療所☎２７９－２２２０

１２月２７日（土）より１月４日（日）
まで休診といたします。

水道

【問い合わせ先】　　　
　役場建設課　☎２７９－２１１１

　今年も西粟倉村のほほえみ会恒例の「しめ縄づく
り」の季節になりました。
「西粟倉村の古き良き慣習を残し伝えよう」とする
催しです。自分で作ったしめ縄を飾り、新しい年を
迎えてみませんか。初めての方でもできます。誰で
も歓迎です。ぜひご参加ください。
日　時    １２月１８日（木）
　　　　午後１時３０分～午後３時５０分
場　所    いきいきふれあいセンター
内　容    みんなでしめ縄をつくろう
　　　　材料等「ほほえみ会」で準備
                  します。 
参加費　１００円　　　
・主　    催　　ほほえみ会
・連  絡  先　　
   いきいきふれあいセンター
　保健福祉課      TEL ２７９－７１００
・申込締切　   １２月１５日（月）当日参加可能

料金：中学３年生以下（１回）…1,500 円
　　　　　　　　（生活保護・非課税世帯は０円）
　　　高校１年生～６４歳………3,000 円
　　　６５歳以上…………………1,500 円
　　　　　　　　（生活保護・非課税世帯は０円）

平成２７年１月５日（月）より通常通りの診察を
行います。

【届出対象者】蜜蜂の飼育を行う者
※但し、届出の除外規定が定められておりますので、詳
細は岡山県畜産課のホームページ　
（http:www.pref.okayama.jp/page/349915.html） 若 し く
は下記問い合わせ先へ連絡願います。
【届出時期】毎年１月下旬
【届出事項】届出者の住所、氏名、電話番号、
　　　　　 飼育場所（地番まで記入）、飼育予定蜂群数等
【届出書類】岡山県畜産課ホームページ
                   若しくは、下記問い合わせ先へ
【そ の 他】蜜蜂飼育届を提出しない、または虚偽
                 の届出をしたときは、10万円以下の過  
                 料 に処されることがあります。
【書類提出先・問い合わせ先】　
岡山県美作県民局　農林水産事業部　
農畜産物生産課　畜産第一班　☎ 0868-23-1310
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おしえて ね んきん
　厚生年金・国民年金の「老齢年金」など、老齢（退職）を支給事由とする公的年金は、税法上「雑所
得」として所得税の課税対象になります。
　このうち、「老齢年金」の額が 65 歳未満の方は 108 万円以上、65歳以上の方は 158 万円以上（厚生
年金・共済年金等 2階建て部分の年金については 80万円以上）の方については、所得税を源泉徴収す
ることになっています。
　日本年金機構では、平成 26年 1月～ 12月中に「老齢年金」を受け取られている方全員に、平成 27
年 1月中に源泉徴収票を送付します。
　源泉徴収票は、税務署で年金以外に給与収入があり確定申告をするときや、源泉徴収の還付を受けら
れるときに添付する必要があります。
　もし、源泉徴収票を紛失された場合は再交付ができますので、お近くの年金事務所や岡山年金事務セ
ンターまでお申し出ください。
　なお、「障害年金」や「遺族年金」については非課税ですので、源泉徴収票の送付はありません。

☆　詳しくは、津山年金事務所（TEL.0868-31-2360）までお問い合わせください。

　黄金泉では毎月のイベントカレンダーを配布しております。
　会員のみなさんには「特典 DAY」や「小人無料 DAY」などお得
な情報をお配りしています。

　道の駅あわくらんどではレストランメニューを冬バージョ
ンに変えさせていただきました。
　鍋焼きうどん　・　あわくら定食　・　魚の煮つけ定食　
などさまざまなメニューがあります。

　旬の里での初ＬＩＶＥイベントが沢山の方々に支えられ大盛況
で幕を閉じました !!
　各地の民謡をＪ－ＰＯＰにアレンジされ、懐かしさもありなが
らも新しいジャンルの歌声に皆さん耳を傾け沢山の拍手もわき上
がりました。来ていただいた方には遠く倉敷市や県外からもお越
しいただきました。
　また新しい企画を考え、皆様に喜んでいただけるよう頑張りま
すので、今後もご愛顧頂きますようお願い致します。

●あわくら温泉●あわくら温泉

●道の駅
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西粟倉村社会福祉協議会　

　　　　　　　　　２７９－２５６１

ゆうゆうハウス　　２７９－２８６１

ひだまり　　　　　２７９－２１００

　平成 26年度の社会福祉協議会会費の納入にご協
力頂きまして誠にありがとうございました。
　また、納入に関しまして地区の評議員さんには大
変お世話になりました。
　紙面をお借りしましてお礼申し上げます。

ゲートボール協会では
一緒に活動する仲間を募集中です。
ご連絡ください。
　　協会　会長　上山完治
　　　　　電話　279-2439

　10 月 30 日（木）コンベンションホールにて、社協杯ゲートボール大会が開催されました。
　村内から6チームが出場しました。皆さん、日頃から一生懸命練習に励んでおられて白熱した試合が繰り広げられました。
健康の増進、相互のふれあいと交流を行いながら活動されています。

≪団体戦　結果≫
優　勝　　別府Ａ　チーム　（中野侯聖さん・白岩和雄さん・中野周子さん・白岩怡代子さん）
準優勝　　天　岡　チーム　（延東義太さん・延東隆二さん・井上明輝さん・井上三千恵さん・井上須恵子さん）
第 3位　　いかだつチーム　（金澤利男さん・手槌　實さん・神原秀男さん・榎原勝義さん・榎原映子さん）

　今年も 11月 6日（木）あわくら会館大ホールにて老連杯囲碁ボール大会を開催しま
した。
　今年は、チーム対抗戦で 14チーム 65名の参加がありました。
　1チーム 3試合を行い、勝敗を決めました。日頃から各地区サロンなどで練習をして
おられ、皆さん上手に碁盤の上に球を並べていました。1球打つごとにため息や歓声が
上がって楽しくされていました。
　午後からは個人戦も行い皆さん、真剣に 5目並べるように頑張っておられました。

≪個人戦　結果≫
優　勝　　國里　和夫さん（中土居）
準優勝　　赤代　幸雄さん（塩　谷）
第 3位　　井上　明輝さん（猪之部）
おめでとうございました。
皆さん、頭と体を使って有意義な時間
を過ごされておられました。

　11月 10日（月）よりみちにて西粟倉村郷土史探訪クラブの方による「西粟倉のむかし話」をして頂きました。
　当日は、20名の参加があり一部・歴史に初登場した日、二部・吉野郡物語の二部構成でした。
　一部では、古文書を読んでいくと境根（坂根）の志戸坂峠での国司の儀式のことやその時の行動などが詳しく記されてお
り、探訪クラブの方の分かりやすい説明で皆さん聞き入っていました。
　二部では、美作国と吉野郡のお話で、江戸時代の村内の所領年表や美作国に存在した村の沿革や村内の災害などの歴史を
話されました。今まで知らなかった歴史を知ることによって参加者からは『もっとたくさんの事を知りたくなった』という
感想がありました。次回の開催を希望する声も多かったです。　

日　時：平成 27年 1月 11 日（日）日　時：平成 27年 1月 11 日（日）
　　　　　９時～ 1４時　　　　　９時～ 1４時
場　所：餅つき＆連凧づくり場　所：餅つき＆連凧づくり
参加者：老人クラブ会員、たんけんクラブ参加者：老人クラブ会員、たんけんクラブ
※老人クラブ会員の方は 12月 19 日（金）までに※老人クラブ会員の方は 12月 19 日（金）までに
　社協へ申込ください。　社協へ申込ください。　　　　　　　　

結果は次の通りです。
優　勝　　　影　石チーム
準優勝　　　猪之部チーム
第 3位　　　中土居チーム
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　　　　　　　平成 26年 11月１日現在
　　　　の動き　　　
●人口　  １，５３９人（＋１）
　　男　　　７０９人（－１）
　　女　　　８３０人（＋ 2）
（１０月中の異動：出生 3人、死亡２人、転入２人、転出２人）　

●世帯　　　５７４戸（±０）

人 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　意の窓　　　社会福祉協議会から
(Ｈ 26.10.23 ～Ｈ 26.11.19 まで )
●お悔やみ申し上げます
知　社　清水　早苗　様　夫　亨　様　 香典返し
知　社　小椋　眞壽美様　夫　甚三郎様 香典返し
大　茅　萩原　薫　様　　父　具視様　 香典返し
塩　谷　野田　輝男　様　母　冴子様　 香典返し

●お悔やみ申し上げます

・小椋　甚三郎さん（知　社）１０月２１日６２歳
・清水　亨　さん　  （知　社）１０月２５日６９歳
・萩原　具視　さん（大　茅）１１月　 2 日９４歳
・野田　冴子　さん（塩　谷）１１月１３日８８歳
・南　㓛二男　さん（下土居）１１月１９日７５歳

善

発注課 建設課 建設課 建設課 建設課

事業名
平成26年度
　林業専用道滝谷
　　大津尾線開設工事

平成26年度
　林業専用道佐渕
　　大成線開通工事

平成26年度
　下土居中継ポンプ場
　　　ポンプ更新工事

平成26年度
　省エネ技術導入事業
　　ポンプ等改良工事

施工場所 知社地内 知社地内 長尾地内 影石他地内

落札業者名 （有）小松組 （有）森下建測 田中機電工業（株） 田中機電工業（株）

契約金額（税込） １７，１７２，０００円 ９，５０４，０００円 ２，５９２，０００円 １４，０４０，０００円

　　札情報　（平成26年 11月 19日まで）
　　　　※入札金額 120 万円以上を掲載しています。
入

( Ｈ 26.10.23 ～Ｈ 26.11.19 届出まで )

●お誕生おめでとう
・國里　漸　ちゃん    　　　１０月１８日生まれ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（別　府）
　　　　　　　　　　　　　お父さん　輝幸さん
　　　　　　　　　　　　　お母さん　伽音さん

●開催日時：平成 27年 1月 10日（土）
                     10:00 ～ 12:00
●開催場所：美作市民センター
●登記による相談（相続、贈与、売買、建物、会
　社の登記）等ぜひご相談ください。
●問い合わせ先：つやま総合相談センター長
　　　　司法書士　濱田正典　℡ 0868-20-1155
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No. ６１9

古紙のリサイクルに取り組むオフィス町内会と

森林の再生に取り組み岡山県西粟倉村との連携

により実現した「森の町内会－間伐に寄与する
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